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「封建制の危機」下におけるパンデミック発生の諸要因
― カペー王権期からヴァロワ王権成立期を中心に ―

近江　吉明

はじめに

繰り返される地球規模の異常気象下で、新型

コロナウィルス（COVID-19）が世界各地で猛

威を振るっている。このパンデミックという現

象に注目したせいか、主に、感染症学の論考の

中では、今回の感染症の大流行を14世紀のペ

ストのそれとの比較において捉えようとする歴

史認識が示され、それが一定の影響力をもって

受け入れられている。14世紀のペスト大流行

の際の人的被害の実態を考えれば、こうした認

識が出てくるのも止むを得ないことであろう。

ただし、この捉え方の説明として、感染症学

の一部が「このようなペストの流行は人類の滅

亡まではおこさなかったものの、ヨーロッパで

は中世から近世の幕開けという大きな歴史の原

動力となった。これはある意味で、人類の社会

を進化させる役割を担ったといってもいいだろ

う」（1）と言い切ることには、歴史学の立場から

は一定の留保をせざるを得ない。というのも、

ペストの流行の下での人口減少がヨーロッパ封

建社会を大きく変えたという歴史認識には首肯

し難いからである。

しかしながら、以上のような認識が一人歩き

してきてしまっているのには、その要因として、

歴史学側における学説史的な整理が不十分で

あったことが指摘されねばならない。詳論は避

けるが、今では過去の「イデオロギー論争の残

滓」として無視される傾向にある「封建制から

資本制への移行論争」あるいは「封建制の危機

論」に係わる諸研究成果の確認が必要となろう。

本稿では、主にフランスの封建制研究が打ち

立てた「封建制の危機」像の再確認を行ない、

13・14世紀ヨーロッパにおける「封建制の危

機」の実態に迫ることにしたい。今回のこの作

業では、マルク=ブロック（Marc Bloch）の封

建制研究（2）にまで立ち返り、とりわけ、ギィ

=ボワ（Guy Bois）の『封建制の危機』研究（3）

を重視しながら「14世紀ペストの流行」の諸

要因を限定していくことにする。また、本稿で

は、主に13・14世紀「フランス」の中世後期

が分析対象となるが、「フランス」とは地域概

念であって近代国民国家としてのそれではない

ことを強調しておきたい。それは、「イングラ

ンド」と表現する場合も同様である。

Ⅰ、「封建制の危機」の展開とその特徴

14世紀フランスにおけるペスト大流行の背

景とその実態を探る場合、先ず明らかにしなけ

ればならないのは、中世フランスの主だった地

域に展開していた「純粋荘園制」（＝中世領主

制）がどのような場面で、如何なる因果関係の

中で「危機」を迎えたかの確認である。

「純粋荘園制」を生み出したのは、「中世農業

革命」と一括される三圃制農法の定着、荒蕪地

や森林地などの開墾の促進による耕地の拡大に

伴う農業生産力の増大である。その結果、13

世紀には人口の増大が生じ、あわせて急成長し

ていた中世都市の確立の中で、「中世農業革命」
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の水準の範囲内ではあるが、商品貨幣経済（＝

市場経済）が成立していた。この動きを速めた

のは、長期にわたる十字軍侵略による「東方貿

易」への参入であったことは言うまでもない。

しかしながら、この中世社会の成長も13世

紀中葉以降になると、一般に「封建制の危機」

とも表記される「中世領主制」の危機の進行の

中で衰退の局面に突入することになる。

（1）商品貨幣経済下の中世経済の低迷

通説的に言えば、中世経済の低迷は13世紀

中葉に確認されている。まず、中世経済の成長

を支えてきた開墾の動きが、遅くとも1240~ 

1250年頃に必然的に終わったことである。フィ

リップ=コンタミンヌ（Philippe Contamine）によ

れば、それは「空間的かつ技術的な構成要素の

中で、中世の生態系が極限に達したからだ」（4）

であり、従って、農地の拡大も止まり、農業生

産も13世紀中葉以降停滞したのである（5）。で

は、この農業生産力の停滞が経済的景気全般に

どのように作用していったのかが問題となる。

　① 経済的景気後退（停滞）の始まり
成長が止まり、中世世界の主軸でもあった農

業生産力水準の停滞が固定化すると、中世社会

は短期間の内に破局へ向かったとされる。しか

も、生産力の増大による解決が一般化されるこ

ともなく、あるいは、それが高水準の商業や手

工業の諸活動といった経済活動の真っ只中に

あって、非常に進んだ発展の段階へ向かう特別

な諸条件がまだ整っていなかった（6）。同時に、

それまでの人口増大という状態を抱えたまま

だったので、農山村の人口密度は驚くべき水準

に達していたために、空いている耕地の欠如が

保有農山村民の耕作地の細分化を惹き起こして

いた（7）。G. ボワは、ノルマンディーとノール

地方の大穀倉地帯でも「4分の3の農民が3~4

ヘクタール以下で生活し、家屋一戸、菜園地、

小区画の畑しか保有していなかった」（8）と結論

付け、返済の済んでいない負債のこともあり、

多くの零細な保有農山村民は羊毛や麻を加工し、

都市民へ暖房用の薪を売り、さらには日雇い労

働をこなすなど多様な補足的仕事に従事せざる

を得なかったとしている。このことは、保有農

山村民層の両極分解が始まっていたことを示し

ている。このように、とりわけ貧しい農山村民

層が商品貨幣経済の浸透の中で搾取の対象に

なっていった。

そうした農山村民層が市場経済の利潤追求の

対象となったのは、先ず借金行為においてで

あった。1261~1286年度にかけて保存されたペ

ルピニャンの公証人文書からは、多数の農山村

民が小作料の支払いと種籾の購入のために町の

金融業者から借金をしている事例が読み取れ

る（9）。このようにして生じた彼らの保有する

農地の収縮という現象は、必然的に非農業部門

の利潤として即時的効果をもたらしたのである。

つまり、交易などでわずかに根付いた多少とも

本源的な市場経済システムの中において、農業

生産の頭打ちは、農山村民たちには何度かの厳

しい飢饉を通して単なる人口学的調節しかもた

らさなかったともいえる（10）。

その人口であるが、13世紀の最後の10年間

あたりから農山村あるいは都市を問わず、食糧

供給の最低水準に合わせて減る傾向を示し始め

ている。そのより良い指標は、1300年前後に

おける飢饉と食糧危機の深刻さとその発生頻度

に見られたことは言うまでもない。この貧困化

は、それと随伴して、栄養失調に見舞われ、不

安定な生活水準によって悲惨な衛生状態を被っ

た住民たちを病気へいざなうことになった。こ

うした中で、借金をした人々の最後の可能性と

して、自らの土地を放棄して農山村から都市へ

の移住も目立っていた（11）。
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この農業生産の収縮によってもたらされた停

滞の一撃による犠牲となったのは貧しい人々だ

けではなかった。社会の安定性にとって、全く

同じように懸念されたこととして貴族（=領主）

に降りかかった経営的困難にも注目しなければ

ならない。それも、貴族の慣習的な浪費癖、こ

れ見よがしの出費好み、あるいは非常に金のか

かる聖地遠征を引き合いに出し説明するだけで

は不十分である。詳細は次節にて検討するが、

13世紀中葉ごろには、小作地代の固定化のた

めに、領主収入の下落の兆候が見え始めていた。

さらに、開墾の鈍化と停止とともに、貴族階級

の歴史においても商品貨幣経済の展開の中で支

配階級としての立場を維持できない重大局面へ

と突入した。つまり、貴族階級としての社会経

済的再建は、並外れた繁栄の中にあった商業利

益の下での金利上昇に直面していただけに、

益々、脅かされることになった。貴族の総ての

階層がこの現象を介して関係させられたが、と

りわけ、小領主層が保有農山村民層と同じよう

に高利貸しの爪牙にかかった。他の領主層に

あっても所領の一部かないしは全部を放棄する

ケースがあった。このような関係性の中での領

主収入の下落は、王領地での財源の欠乏にもつ

ながり、王国の財政確保の政治的な政策導入を

促している。13世紀の第4四半期になると、国

王課税、強制公債、貨幣改悪、その他の金策と

いった、新たな財源政策の探求が必要不可欠な

要請となるのであった（12）。

　② 景気後退下の物価上昇
そうした「封建制の危機」の展開は、1280~ 

1316年の間における、物価の急上昇、制御さ

れない投機、あらゆる種類の急場しのぎの最後

の手段によってさらに深刻な段階に突入してい

る。それまでは、緩やかだった穀物価格曲線が

荒々しく高騰するのであった。例えば、イル -
ド -フランス地方では、1287年から1303年にか
けて混合麦（ライ麦と小麦）の価格が2倍に

なっている（13）。ノルマンディーやピカルディー

では、土地価格が購入時と同様に賃貸借におい

てもより激しく高まっていることが確認され、

あるいはノール地方では、１ボニエ当たりの土

地賃貸借料が、1276年における18スーから

1316年には80スーに推移していることが明ら

かにされている。このことから、実際の投機熱

が不動産取引にも及び、常軌を逸した仕方でそ

れらの価格を押し上げていたことが予測される。

この点で、M.ベルトの以下の仕事が土地投機

熱の動向を掌握している（14）。この表が示して

いるのは、1280年ごろから不動産取引ブーム

が顕著となり、1305年から1312年に4ないし5

倍の最高点に達しているという事実である。

この景気後退下の物価上昇は、この他にも、

＜表 1 ＞　ケニャック修道騎士領における領民間の土地取引

（
毎
年
の
変
動
）

（
七
年
間
の
平
均
変
動
）
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穀物価格の上昇、流布していた通貨変動、小作

地代などの貸付料の高騰、農山村民の流入によ

る都市需要の増大などの現象を伴った。さらに、

非生産的な公的支出の急上昇を生み出した。こ

うした経済上の因果関係の中で、長期にわたる

略奪のための「戦争」が、そうした公的予算の

ゆき詰まり結果として、かつその要因として登

場した。また、その動きの中で、新たな公的財

源要求が流通する通貨総量の急激な増大として

現れた。そのため、そのころ貨幣鋳造は最高位

に達していた。この公的財源確保のために、国

王権力によって強制公債、新税、財産没収が実

施されて多くの人々の蓄えを空にした。とりわ

け、すでに仮死状態にあった農山村民にとって、

この一撃は決定的であった。こうして、彼らの

借金による土地放棄、そして都市への旅立ちが

速まったのであった（15）。

農山村民の流入が一般化するなかで、都市で

は多くの中下層民が、食料品価格高騰と家賃の

上昇に同時に見舞われ、さらに、労働賃金収入

の低下によって生活必需品の価格高騰との間の

大きな不均衡に苦しめられた。こうして、1310

年代には、弾力性のあった中世社会が極限状態

に達していた。結局、景気後退下の物価上昇は、

断絶あるいは倒壊状況をもたらす、極端かつ発

作的な影響しかもたらさなかったと言える（16）。

　③ 構造的危機の中での崩壊の範囲とその度合
農山村や都市、さらには領主制経済もが、利

潤追求の論理に席巻され、商品貨幣経済下に組

み込まれ未曽有の不均衡を抱えた複雑な社会は、

1310年代に次々と機能不全に陥っていった。G. 

ボワが言うところのこの構造的危機とは、「封

建制の危機」であると同時に資本制への移行の

長い旅路の始まりであった。

転覆が起きるには起爆剤が必要であった。そ

れは、とりわけ強烈な食糧危機であった。この

問題についての先行研究は、概ね次のような結

論に達している。1314年の平年並みの収穫の後、

1315年は、異常な長雨のために続く収穫期が

明確に不振であったよう見えた。たちまち穀物

価格が天文学的水準にまで跳ね上がり、西ヨー

ロッパ中のほとんどの都市では飢餓が発生した。

パリでは、「道路や広場で人々が死に」（17）、フ

ランドルでも、都市人口の10%が消滅したと

いう（18）。至る所の都市では、1315~16年の飢

餓が人口減少の出発点であることを記録してい

る（19）。この食糧危機は、直接的には長雨とい

う異常気象によって発生しているが、これほど

の甚大な被害を惹き起こした背景には「封建制

の危機」の構造的な問題があったことは言うま

でもない。次節で見ることになる領主の荘園経

営における商品作物栽培の拡大傾向が、全体と

しての穀物生産量の低下を招いた背景の一つで

あったことが指摘されねばならない。

次いで、この構造的危機の状況を示すのが、

14世紀の前半期の穀物も含めた農業生産の崩

壊過程である。G. ボワの東部ノルマンディー

の研究では、領主の領地所有証あるいは会計決

算などの経営文書の明細目録から生産量を計る

ことができるとして、穀物生産の収縮は、景気

後退の最終段階で35％から60%の変動幅の中

に位置づけられるとした（20）。また、フォシエ

によって作成されたフランドルのアルトワ地方

のノートルダム -ド -ドゥエ（Douai）の十分の一

税に基づいた穀物生産の変化を示した＜表2＞

からは、ペスト大流行の10年前に、1329~1332

年と比較すると30%から40%の衰退が確認さ

れ、小麦栽培の危機がペストに先行していたこ

とが見えてくる。さらに、カンブレジ地方に関

するH. ヌヴーの研究からは、穀物生産の急変

は早くも1320年に表れているという（21）。

農業部門以上に、手工業部門における損傷の

広がりを算定するのは難しいが、イープルの毛
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織物生産は、14世紀の前半期において3分の2

近くまで落ち込んでいる。ガン、ドゥエ、リー

ル、アラスも同様の衰退の特徴を示した。パリ

では、1330年までの好況のただなかで織物業

を市壁内に擁していたが、これ以降の衰退は急

激であったという（22）。

以上のように、商品貨幣経済の浸透の中での

「封建制の危機」の進行状況を時系列的に捉え、

その広がりと重篤さの度合いを構造的に捉えて

みると、それまでの中世領主制経済に止めを刺

したのが何であったかが見えてきたであろう。

それは、何ら恥じることなく、当時の多くの生

産者による総生産であるところの富の簒奪を決

め込んだ、貴族化した富裕都市民層や封建制に

しがみ付いた有力封建諸勢力（国王、諸侯、聖

界領主など）の飽くなき利潤追求の暴走であっ

た。

（2）領主制の危機　― 純粋荘園制から「地主

-小作制」への変化 ―

「封建制の危機」を最も身近に感じ取り、そ

の防止のために陰に陽に悪あがきをしたのが俗

界あるいは聖界の領主階級であった。しかも、

前述のように各所領内の農山村民の生命財産の

ことを考えての、双務関係を前提としての行動

ではなかった。この状況を「領主財産の危機」

と表現したM. ブロックは、「中世末期の2世紀

間は、西部および中央ヨーロッパの全域にわた

る農村荒廃と人口減少の時期であった。それは、

いわゆる13世紀の繁栄の報いであった。前時

代の政治的産物 ― すなわち、カペー王朝およ

びプランタジネット王朝（中略）― は、力そ

のものの故に、あらゆる種類の軍事的冒険にひ

きこまれ、一時は、これらの王朝の存在理由で

あった治安と秩序維持の使命を満たしえなく

なったかのようであった」（23）と総括していた。

果たして、王領地を所有する国王、大中小の

諸侯領を持つ貴族、教会領や修道院領を経営す

る聖職者などは、どのようにして、この「領主

財産の危機」を乗り越えようとしたのかをク

ローズアップしてみたい。

　 ①  領主経営の悪化　―直領地中心の商品作
物栽培経営の拡大―

純粋荘園制段階で領主財政を支えていたのは、

当然のごとく各領主の荘園管理に基づく所領経

営であった。その所領経営における領主収入の

減少が、領主経営を悪化させていくことになっ

た。それは、現象面では収入減として表れるが、

本質的には、中世領主制的な生産システム・生

産様式の行き詰まりであった。それが、前述の

ように領主制の中での農業生産力の停滞に端を

＜表 2 ＞　ドゥエにおける穀物生産量（1329 － 1332 年度を 100 として）

上質小麦
燕麦
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発している。その「行き詰まり」はくり返しに

なるが、商品貨幣経済の浸透の中での、商品作

物栽培の拡大や地主小作制の展開という構造的

な変容の場面で顕在化するに至った。

一連のこの変容を、ギ =フルカン（Guy 

Fourquin）が、主にイル -ド -フランス地方のサ
ン -ドニ修道院領の年度会計記録によって綿密
に実証分析している（24）。<史料1>は、当修道

院の13世紀末の年度会計の実態を示している

ものであるが、そこから見えてくる「構造的な

変容」は、1）領主制地代の定額化（cens）お

よびその収入額の減少、2）留保地（réserve、

＝領主直領地）などを利用したグランジュ（直

接経営方式、零細保有農山村民の余暇労働を手

間賃 façonで確保した）における商品作物栽培

経営の拡大、3）森林経営による建築用・燃料

用木材収入の増大、4）「増加サンス（croits des 

cens）」、「サンスおよびラント契約（contrat à 

cens et rents）と表記されたラント（地主小作制

によって生じる rents小作料）制の浸透、の四

点にまとめられる。

ここでは、2）商品作物栽培経営と3）森林

＜史料 1 ＞　サン - ドニ修道院領の会計記録（1284 －’85~1303 －’04）
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経営に注目してみたい。＜史料1＞からは1284

年度から1303年度までの木材収入が平均して

約2,000リーヴル（7,2%）であったことがわか

る。また、当該修道院領のトランブレイ地区に

は、留保地の耕地が400アルパン（１アルパン

＝約2ha）、森林が757アルパン以上存在すると

計算している（25）。G. フルカン以外では、ロ

ベール=ブトリッシュ（Robert Boutruche）が、

パリ地方の所領においては、賃貸しされた広大な

土地のそばに修道院の幾つかの属領（dépendance）

が、規模の大きいところで150~200アルパン、

小さいところでも数十アルパンを所有し、そこ

のブドウ畑、小麦畑、小牧場、森林から相当の

利益を得ていたと分析した（26）。また、ジョル

ジュ =デュビー（Georges Duby）も、グラン

ジュで生産された商品作物が葡萄酒を中心には

るばる北欧にまで輸出されたとして、このよう

な領主側の商品貨幣経済を前提とした大規模な

直領地（グランジュ）経営では、木材の販売や

豚の放牧のための森林経営まで行われていた例

＜史料 2 ＞　パリ地方における森林経営地と葡萄畑

1369-1370におけるプレヴォー・
ヴィコンテの境界
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を挙げている（27）。

この動きは、G. フルカンが実証したガティ

ネー王領地でも確認されている。それは1332

年度決算で、木材販売収入が総収入の約42%

を占めていたところに象徴的に表れていた（28）。

また、これらの動きをパリ地方に限って示した

のが、同じくG. フルカンの作成した＜史料2＞

の地図である（29）。旧パリ市街を取り囲むよう

に、シャンティイ、ランブイエ、フォンテーヌ

ブローなどの森林域と広大な葡萄畑が点在して

いるのがよくわかる。しかも、この傾向はパリ

周辺地域だけでなく、ジュラ、メッス周辺、

シャラントンなどの地域でも見られるとい

う（30）。こうした動きを別の角度から捉えたロ

ベール=フォシエ（Robert Fossier）は、1280~90

年以来の売却された森林からの「3分の1税」

徴収や1319年の「森林統制税」の新設の例を

挙げて、森林経営が盛んであったことを強調し

ている（31）。さらに、領主直領地（グランジュ）

以外の、一般の耕地でも、それまで作付されて

いた小麦などの穀物に代わって商品価値の高い

カブ類、豆類、染料用植物が栽培されるように

なっていたことが指摘されている（32）。

このように、商品貨幣経済に巻き込まれた中

世領主制の構造的変容は、利潤追求路線を猛進

するあまり、伝統的な農村景観を一変させ、

「旧来の生活資料の同時栽培形態に致命的な打

撃を与えて」（33）しまった。つまり、領主制シ

ステムを支えてきた穀物生産を中核とする農業

基盤を領主自らが切り崩すという大過を犯した

のである。

　 ②  「地主-小作制」の浸透　―都市の商人
資本と領主の「介入」―

すでに見てきたように、農山村地域の土地保

有農民が都市の金融業者から「保有権」を抵当

に借金をしていたことは明らかであり、年度ご

とに設定された小作料を「地主」である貸主に

支払っていたことは当然で、これが農山村民の

貧困化の最大の要因であったといわれるほどで

あった（34）。こうした動きをM. ブロックは、

「普通いわれているように『土地所有のあらた

な志願者、つまりブルジョワ』がいまや現れた、

といってはならない。ブルジョワジーが出現し

て以来、その成員の大多数が都市の周辺で農地

を獲得するのがみられたが、しかしそれだけで

はなく、かれらの最も卓越した者が徐々に領主

世界にすべりこんでいくのもみられた」（35）と

言い、13、14世紀の事例として、ラニュイの

森の管理で産をなしたドルジュモン一族やルー

アンの葡萄酒商で徴税請負人および高利貸しで

あったロベール=アロルジュのケースを挙げて

いる。

しかし、地主-小作制の仕掛け人はブルジョ
ワジーだけの特権ではなかった。この点につい

てもM. ブロックの「農奴解放」の分析で鋭く

読み解かれている、それは「またあるときは、

『解放者』manumisseurは定期的固定地代を認め

させた。その地代は、保有地にかかる古い貢租

よりも重くなり、しかもきわめて気まぐれな比

率で、うまい工合に農奴的負担にとって代わっ

た。もっとのちには、解放金は、しばしば、土

地で支払われた。すなわち、解放された村落が、

共同地の一部を領主に譲り渡したのであっ

た」（36）との分析である。

この「農奴解放状 affranchissement」の研究は、

G. デュビーや森本芳樹（37）らの仕事によって、

1250年に発給されたサン -ジェルマン -デ -プレ
修道院領の解放状の検討がさらに進められた。

解放状において主張されているところをまとめ

ると、1）対立の絶えなかった恣意タイユ税の

廃止、2）消えかけていた農奴三指標税（死亡

税、人頭税、領外結婚税）の廃止、3）各種使

用強制（バン）権banalitéの再確認、4）共同体
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的慣行・特権・自由の制限、5）農民保有地の

贈与・売却・交換の禁止、6）買い戻し金とし

てパリ貨1,400リーヴルの支払い、であった（38）。

この史料内容で特に注目すべきは、当時に

あってはすでに形骸化してしまっていた農奴三

指標税を仰々しく持ち出し、「しかしながら数

回の交渉の後に、（中略）それらを買い戻すべ

く、確かにパリ貨1,400リーヴルを支払いたい

と希望した。そこで我が修道院はそれらを全面

的に受け入れた」（39）と言い立て、恩着せがま

しく「買い戻し金」まで取り立てようとする姿

勢のその裏側に見え隠れしている目論見の部分

＜史料 3 ＞　農奴解放の全般的発生状況
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である。ここからも、この時の領主側の基本戦

略が、領主権の発動を匂わせながら、所領内の

農山村民への負担増を迫るものだったことが分

かる。次の＜史料3＞が示しているように、こ

の手法は当該修道院だけのことではなかった。

そうした圧力の中で、「増加サンス」「サンスお

よびラント契約」の名称での増徴を具体化して

いたのであった。この手口は都市の商人資本に

よる高利貸しの姿勢と全く同じ利潤追求の手段

だったことになる。もちろん、農山村民の抵抗

が繰り広げられることとなる。

　 ③  領主・農山村民関係における伝統的「双
務関係」の崩壊（＝共有権侵害）

上記の修道院の解放状にも確認された、「4）

共同体的慣行・特権・自由の制限」は、領主制

の危機をさらに鮮明にする深刻な事態を生み出

した。というのも、中世領主制は、領主のみな

らず農山村民の側もが、この「共同体的慣行」

をいわば「天賦のシステム」として容認すると

ころに成立していたのだが、これを制限する行

為は、両者の間に存在していた双務的諸関係を

領主側が一方的に破棄するものであったからで

ある。

「共同体的慣行・特権・自由」は、とりわけ

開放耕地の地方においては、共同放牧、耕作強

制、囲い込み禁止の裏返しの認識であった。こ

の点についてのM. ブロックの捉え方は、徹底

した史料分析とフィールドワークの積み重ねに

裏打ちされた構造的な視点を駆使していて、説

得的である。「共有地の効用は多様であった。

荒蕪地あるいは森林として、それは放牧地の補

充を家畜に保証するものであったが、採草地も、

休閑地における飼料栽培も、ふつう、この補充

なしにすますことはできなかった。森林として

はさらに、木材および、樹木の陰で探すならわ

しであったその他の多くの産物をもたらした。

沼沢地は、泥炭や灯心草をもたらした。原野は、

寝藁用の灌木、芝土の塊、肥料に用いられたエ

ニシダやシダをもたらした。最後に、多くの地

方において、共有地は一時的な耕作に委ねられ

る耕地の予備地の役目を果した。さまざまな時

代、さまざまな場所において、その法的条件が

どのように取り決められたかを、それが存在し

ていたかどうかではなしに、考えねばならない。

なぜなら、農業がなおほとんど個人主義化せず、

そして小経営地が供給しえなかった物を買い求

めることがほとんどできなかった古い時代にお

いてとくに、共有地なしには、農業生活は全く

不可能であったからである」（40）との説明は、

農山村民にとって共有権・森林用益権がいかに

重要であったかを的確に示している。

そうであるがゆえに、13世紀中葉頃から目

立ち始めた共同体的諸慣行の制限行為は、農山

村民からは領主権による侵害と捉えられ、これ

をめぐってさまざまな対立・抗争が発生してい

た。＜史料4＞のオリムOlim判告集にそうし

た事例を求めることができる。

敢えて繰り返すまでもないが、「領主財産の

危機」を乗り越えるために取った領主側の選択

は、商品貨幣経済に適合した所領経営への路線

変更であった。その結末が、単に領主収入の減

少だけでなく中世領主制の構造的変容をもたら

してしまったのである。つまり、穀物などの生

産を中軸とした伝統的な農業生産の基盤を切り

崩し、飢饉や流行病の打撃に弱い状況を作り出

し、さらに、地主小作制の導入による農山村民

の労働力を商品化し搾取を強化するなど、事実

上の苛斂誅求を進め彼らの貧困化を招いていた。

ところが、領主側はさらに＜史料4＞が示して

いるような、共有権の制限にまで踏み込み、と

りわけ、13世紀中葉から14世紀前半期にかけ

て、農山村民の生計の基盤の一つでもあり、サ

バイバルの場でもあった森林用益権などの共有
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権を奪い取ろうとしたのであった。この動きの

中に読み取れる民衆蜂起の側面についてはⅢ章

で詳論することにする。

こうして、「封建制の危機」は領主自らの利

潤追求への邁進によって深まり、また、資本の

論理に毒された「封建諸勢力」は、もはや後戻

りできなくなってしまっていたのである。

＜史料 4 ＞　森林地などにおける共同体的諸慣行に対する領主権の介入
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Ⅱ、身分王政（身分制議会を組織し王
権の伸長を促す）成立期の混乱

「封建制の危機」をさらに深刻化させたのは、

カペー王権からヴァロワ王権への移行過程の中

での時の権力による政治的諸政策の展開過程に

おいてであった。封建王政に代わる身分王政の

統治構造は、権力行使の開始と結果における合

理的な責任体制が不十分にしか機能しなかった

ために、フランス王国の中において有力諸侯が

手放そうとしない政治的・軍事的な既得権との

調整が難航するという状況下にあった。両王権

ともに王権の拡大を図るために、王国財政の安

定化、王国行政の強化、司法権の拡充などに力

を入れ、とりわけ、目に見えて明らかになった

商品貨幣経済の展開の下で巨大化した王国都市

の経済力の活用と有能な人材の登用に触手を伸

ばしていた。しかし、そうした身分王政の諸政

策はそのどれもが、王国領ばかりか諸侯領に至

る地方の中下層の農山村民や都市民の生活や命

を守る方向に向かってはいなかった。また、そ

うした発想すら皆無であったことが「危機」の

度合いを深めることになった。

（1）三部会体制下の貨幣政策などによる「危

機」の深化

1302年にカペー王権の国王フィリップ4世

（Le Bel端麗王）によって始まった三部会も、

教皇との対立抗争の過程で設定（「全国宗教会

議」）されたものであったが、この国王諮問機

関の主たる役割は、国王による新課税要求や、

貨幣政策の決定、さらには戦争の開始や国政上

の重要決定への同意であった（41）。三身分の代

表が出席することになっていたが、第三身分の

代表は、農山村民ではなく大商人などの富裕都

市民であった。

すでに確認したように、1280年代から14世

紀前半の時代は、景気後退下の物価上昇という

商品課税経済が生み出す歪んだ経済動向によっ

て、中世領主制の枠組みの中で機能していた伝

統的な社会や経済が徹底的に叩き潰された時期

であった。その最中に立ち上げられた三部会は、

ありとあらゆる負の連鎖の中で犠牲となった同

時代人の立場に立つことを拒否するという、権

力を持つ者がしてはならない姿勢を天下に知ら

しめることとなった。逆に言えば、それほど、

この封建諸勢力のなりふり構わない政治スタン

スは、彼らの動揺ぶりの深刻さを露呈させるも

のでもあった。

　 ①  「王国都市」への「公債」強要など国王
課税の強化

「王国都市bonnes villes」の表現とその立ち位

置には、すでに多様な国王課税要求に応えるこ

とを前提にしている。それだけ当該都市は、商

業上の経営および取引特権を国王から取得して

いて、また、政治的・軍事的な保護の対象とも

なっていた。だから、貴族化した有力都市民層

の代表の三部会出席が「認め」られていた。し

かし、課税等については三部会において議論は

できず、ただ、国王の決定に従うだけのもので

あった。

国王課税の種類とその負担額については都市

史研究のなかで明らかにされているが、この時

期には、もともと領主層による恣意タイユ税の

名称であったものが直接税（タイユ）のそれと

して使用された。間接税としては塩税の他に商

品取引にかけられる物品税が課せられた。臨時

税も存在し、援助金（エード）や戸別税

（ファージュ）の名称で顔を出している。負担

額については都市側と対立することが多く、詳

細は第Ⅲ章にゆずるとして、1281年のルーア

ンの事例がそのことを示している。国王フィ

リップⅣ世が、タイユ税の引き上げをしたのに
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対して都市当局は以前に取得していた国王特許

状を根拠にこれに抵抗している。それに対し国

王は市長のトマ=ナゲをルーアン城に幽閉し屈

服させた。ところが今度はタイユのほかに援助

金の徴収を追加され、王国財務長官が派遣され

税務上の抑圧が強化された。そのこともあり、

1292年にはルーアン都市民が税徴収所に侵入

し金庫を奪うなどの都市蜂起が発生してい

る（42）。

しかし、各都市を最も苦しめたのは強制公債

であった。これは各都市のタイユ納税額を基準

に、公債負担額を決定するものであったため、

事実上、臨時税徴収の強要の側面をもっていた。

事実、後に一定の利率がついて戻されるという

ものではなかったので、これは、国王権力によ

る白昼堂々の強奪行為と言ってもおかしくない

ものであった。確かに、さまざまな商品を大量

に取り扱い莫大な収益を得ている大商人や、多

額の資金を基に手広く高利貸し業にも乗り出す

都市貴族層、さらには土地貴族層の所領経営権

や農山村民の保有権を買い取り、地主小作経営

を行なうという、そうした有力都市民層などに

よる様々な利潤追求の結果として、富裕都市民

層への富の集積が進んでいたことは否定できな

い。国王側がそれに目を付けた形になる。しか

し、これはタイユ税を負担する中下層都市民を

も直撃するものであったため都市民蜂起の要因

ともなった。

こうした王権側の権力の嵩にかかっての政策

として最たるものは、1310年の「タンプル騎

士団陰謀事件」による財産没収であろう。また、

1294年と1296年（それ以降は定期的になる）

には、教皇の十分の一税徴収権を横領するなど

した。王権までもが、封建勢力のトップにあり

ながら都市共同体や聖界領域まで侵食し食い尽

くそうと、なりふり構わない資本の論理の下で

徹底的に富を蓄えようとし、「封建制の危機」

を深めるという「自殺行為」に走り出したので

あった。とりわけ、フィリップⅣ世治世下では

王国財政の「安定化」を目指すとの名目の下で

横暴さが目立った（43）。

　② 貨幣改悪政策の実施
「危機」をさらに深化させることになる国王

権力のもう一つの「犯罪行為」が、同じくフィ

リップⅣ世によって1306年に開始された、約

39%減の平価切下げ（デフレ＝通貨収縮）政策

であった。しかも、それが1311年まで毎年実

施され、この新たな改鋳によって毎年、数十万

リーヴルが王国の金庫にもたらされたのである。

この貨幣改悪によって物価が急騰し不動産投機

が荒れ狂ったというのも、容易に推察され

る（44）ところである。つまり、先にも確認した

ように、景気停滞下の物価上昇を作り出した最

大の要因がこの政策であったことは言うまでも

ない。例えば、パリでは家賃が3倍に高騰する

など生活全般に影響が出るようになり、そうし

た状況下の1307年1月には、パリの職人たちが

王国造幣局の親方（長官）エティエンヌ=バル

ベットの家屋を略奪するという蜂起が発生して

いる（45）。これは、貨幣改悪に対する当時の大

多数の民衆の思いを代弁するかのような蜂起で

あった。そのような中で、民衆の日常的な不満

を具体的に表明したものが次のような詩として

残されている。

王様は、わしらを魔法にかけるらしい。

最初は、20スーを60スーに変え、

ついで、20スーから4スーへ、10スーから

30スーへ金も銀も、すべてが消え失せた。

そして、決して戻ってこないだろう。

貧乏人には、ドゥニエ貨の表もなければ、

裏もない。

貨幣は小麦籾の詰まった大袋に早変わりす
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る。

まるで、フェルト帽の下のように、

王国中で手品が使われる。

小麦畑からは、わしらは切り株しか取れな

い。

小麦は王様に、麦藁はわしらに（46）。

この詩からは、貨幣改悪が、交換、貸付、信

用売買といった取引を複雑にさせていることを

予測させ、その結果、社会の様々なところで混

乱を引き起こしている様子が目に浮かんでくる

ようである。内容から分かるように、この影響

は農山村にも及び、彼らの年間の富でもある

「労働の結晶」が「手品」によって奪われる様

をたとえ話ふうに表現し、問題の深刻さを表明

している。

国制史研究においては、このような貨幣改悪

政策がヴァロワ王権のフィリップⅣ世（在位

1328 ～ 50年）段階でも行使され、「贋金造り

王」と渾名されていたことが分かっている。ま

た、なぜこの政策が安易に採用されたかについ

て、R. カゼルは「王権にとって、（王国庫を充

実させるのに）最も簡単な方法である。なぜな

ら、直接税や間接税のときのように王国の各レ

ベルの納税義務の代表者の許可や同意を必要と

しなかったからである」（47）と強調し、さらに、

「貨幣変更は14世紀の国王のデマゴギーあ

る」（48）とも断言している。J.ルゴフもこれを

「ほとんどむき出しの課税」（49）と言い切ってい

る。

こうした実態をもつ政策を、社会や経済の

様々なところへの悪影響を感知しながらも、そ

れでも遮二無二突き進めた両王権の自己保身の

異常さは筆舌に尽くしがたい。利潤追求路線の

究極としての富の独占に走ることの快感に麻痺

した権力の暴走は、14世紀前半のフランスに

容易には癒し難い混乱、不正、犯罪のまかり通

る世界を作り上げてしまったのである。これは、

一種の国家犯罪ともいえる暴挙である。その結

果、国王を頂点とする領主制的枠組みは「もは

や空の貝殻」でしかなくなり、したがって、

「封建制の危機」は歪んだ権力機構だけを残し、

その他すべてを機能麻痺状態にして打ち捨てて

「危機」を完成させたのであった。

（2）「戦争」との名目での略奪の一般化

1330年代に入ると、ヴァロワ王権下におい

て武器を持っての略奪「戦争」が横行し始めた。

この動きをM. ブロックは「領主階級の財産は、

先ず農村そのものの荒廃によって打撃を受けた。

疑いもなく、少なくとも世俗的貴族にとって、

「戦争」は利得の対象であった。騎士は、身代

金をとり、掠奪することも辞さなかった。（中

略）国王の軍旗の下に集まった騎士たちが大都

市の戦利品を積み込む魂胆で、荷車をひっぱっ

てきたことが認められた」（50）と説明している。

その後の研究でも、G. ボワは「貴族は新た

な財源を見出すことを余儀なくされ、俸給、身

代金、戦利品の供給者であった戦争が、その彼

らのために、彼らの唯一の希望を、同時に屈辱

を受けた階級の荒々しさを満足させる方法を、

示した」（51）と言い、R. フォシエも「彼らを救っ

てくれる利益を期待しつつ、新展開をみせる戦

争に身を投ずることを余儀なくさせた」（52）と

ほぼ同様の見方をしている。

このようにして、ヴァロワ王権がプランタジ

ネット王権と軍事的に対立し始める頃には、国

王からの召集に貴族たちが押し寄せるように

なっていたが、この略奪「戦争」は「危機」の

総仕上げとしての性格を色濃く持っている。つ

まり、「戦争」は「何よりもまず、社会の機能

不全の最後の表現形態」（53）として、社会的な

欲求不満のはけ口となってしまっていたという

面である。したがって貴族層だけが軍事力を
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担ったのではなく、伝統的な中世領主制の社会

から突き落とされた総ての身分、階層の人々が

係わった命をかけてのサバイバルの場と化した

と見ることができる。

1300~40年段階で、貴族数は4万から5万家

族で、当時の総人口約1,500万人のうちの2%

弱であった（54）。1340年の例でみると、フィ

リップⅣ世の下に5万人の兵士が、従者を含め

れば8万人もの兵が集まっている。その内、

28,000人は国王軍の中核をなす貴族によって構

成された騎兵であった（55）。しかし、軍事史研

究者のPh. コンタミーヌの言うように、この封

建的義務の下に形成された封臣の軍隊は堕落し

ていた。彼らの間の封建的関係の衰退に伴う組

織的なまとまりの欠如、指揮命令系統の欠陥が

激しかったからである（56）。そこで国王は、都

市からは弩射手を中心とする都市民軍を提供さ

せ、また、ジェノヴァ人やスコットランド人な

どを主力とする傭兵mercenairesを雇うなどし

ていた（57）という。しかし、これは契約軍隊で

ある。

この時期の軍隊には、自由契約軍が存在した

ことを忘れてはならない。この軍隊は「潜在的

な契約軍隊であると同時に、国王と契約を取り

交わさずに戦うか、契約終了後も戦いつづける

かする兵士集団」（58）であって、その中でも注

目されたのが野武士団brigandsの存在であった

が、これらの集団は「戦時」には傭兵であった

ものが「休戦時」には野武士団 routiers, 

compagniesに早変わりするというケースも頻繁

にありえた。したがって、一般に戦禍による被

害よりは、その後の略奪、強奪、災禍によって

もたらされる混乱と荒廃の方が深刻な大惨事で

あったのである。

たとえば1340年6月、ブリュージュの外港ス

ロイスでのフランス国王軍の敗北に際して、ア

ヴィニョンの教皇ベネディクトゥス12世はルー

アンの主任司祭に、ラン、ノワイヨンとその近

隣地域の司教区住民に6,000フロリンを与える

よう命じた動きの中に示されている。というの

も、その理由が「罪の結果として、最近そこで

猛威をふるった戦争のためであった。住民はこ

のうえなく戦火、略奪、強奪、災禍によってう

ちひしがれた。これらは敵によって荒廃させら

れた地方で起きたことであり、（中略）そのこ

とによって大惨事にあい、困窮に陥った人もい

て、以前には他人に財産を分配していたような

人も乞食の辛酸をなめざるをえなくなった」（59）

からという。つまり、一つの「戦争」は、戦闘

のあった地域のみならず、遠く離れたランなど

のエーヌ地方にまで被害を及ぼしていたと読み

取れる。これが「戦争」後の野武士団による跳

梁跋扈の実態だった。

以上のように、身分王政の政治システムは、

課税、強制公債、貨幣改悪の強行によって「封

建制の危機」を完成させただけでなく、さらな

る富の独占をめざす略奪騎行の「戦争」を行な

うなど、国王を中心とする封建諸勢力が利潤追

求の姿勢を露わにしたのである。これは略奪行

為による冨の争奪戦でもあったので、あらゆる

種類の略奪物資、横領した土地家屋、捕虜から

巻き上げる身代金などのやり取りをベースにし

た一種の「戦争経済」状況になり、農山村や都

市の生産活動は著しく停滞し、全体の社会や経

済はさらに混乱を極めた。その結果、すでに

13世紀後半期から顕在化していた農山村民の

耕作放棄が一気に進み、他地域への移住や森林

域に逃れながら自衛のために武装し盗賊集団化

する動きも見られた。食糧不足も深刻化し都市

部での物乞い集団も増大した。このようにして、

ヴァロワ王権期になってからの封建勢力側の徹

底した身勝手さが、彼らの政策の被害者であっ

た多様な業種の、とりわけ貧困層を阿鼻叫喚の

状況下に放置するようになった。
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Ⅲ、農山村民や都市民の戸惑いと反発

ペスト大流行の約百年も前から「封建制の危

機」がフランス王国全域において始まっていた

のであるが、商品貨幣経済の浸透の中であちこ

ちに発生する様々な「危機」に直面し、同時代

を生きた農山村民や都市民がどのような対応を

してきたのかが次に問題となろう。総じていえ

ば、俗界・聖界の各封建領主層や国王権力、さ

らには都市貴族化した有力都市民層による利潤

追求の路線に抵抗して、農山村民や中小都市民

が具体的にどのような行動をとったのかを分析

することによって、いわゆる農山村や都市の民

衆層が、「封建制の危機」の深化をどう捉え、

自らに降りかかった苦難をどのように克服しよ

うとしたのかを可能な限りクローズアップして

みたい。ここでは民衆史・民衆蜂起史研究の成

果に学ぶことになる。

（1）農山村民の闘争

農山村民の疲弊の要因が、自然災害と厳しい

気候不順だけに求められるものでなかったこと

はすでに分析済みである。貧民史研究の中でも

「人間の悪意が、自然の急変以上に漸進的な経

済の落ち込みという困難さを、最も貧しい人々

の支出のところに確かにもたらした」（60）との

結論を得ている。くり返しになるが、それが、

主に領主層による利潤追求のための諸施策（地

主小作制の導入による増徴、商品作物栽培経営

の拡大による穀物栽培の減少、森林用益権など

の共有権の制限）であり、さらに、都市貴族化

した有力都市民層の農山村への経済的支配の浸

透であった。

　①「牧人蜂起」の動き
農山村民の蜂起として象徴的な動きは、1251

年に始まった牧人蜂起Pastoureauxである。「牧

人」とは共同体から排除されたか、あるいは逃

亡した貧しい農山村民で、平時には流浪し物乞

いなどで生活し、ときには放牧業にも従事した

人々のことを指している。発生地は特定されて

いないが、南部ネーデルラント、ピカルディー、

ブルゴーニュなどの地方に見られた動きで、下

級僧侶のヤコブの布教活動にも同調するなど

「民衆十字軍」のような雰囲気を持っていたと

いわれる。先ずは、ヴェ -エリ=ケーロフの研

究（61）に基づきながら当該蜂起の概要を捉える

ことにしよう。

第一段階は、1251年5月上旬にアミアンを中

心に約3万人が蜂起衆と化し、周辺地域をも巻

き込み、そうした蜂起集団が約6万人に膨れ上

がっている。指導層とされるのがカトリック教

会での秘跡や儀礼を否定する下級僧侶（放浪僧

侶）とされ、アミアンなどの都市に向かい物乞

いを行なっている。これには都市下層民から同

感と憐みの感情をひきだしたとされる。略奪や

強奪には発展していない。

第二段階は5月中旬で、アミアンからパリ方

面への移動である。蜂起集団は軍事組織化され、

10人組が出現するなど蜂起軍化し、武装した

蜂起集団は、口頭による批判行動から、城、館

などの打ちこわしといった直接行動に出ること

もあり先鋭化した。蜂起目的も明確化し、「十

字軍」といった認識は後退し、反教会的傾向を

強めたため権力側からは「神学的異端」と規定

されるようになった。

第三段階は5月下旬で、蜂起集団の数は明ら

かになっていない。パリに侵入し物乞いだけで

なく托鉢教団の托鉢僧を攻撃したこともあり、

反教会的性格をもった公然たる「農民的・平民

的異端」の運動と理解され、加わっていた中下

層の都市民が離脱し、とりわけパリ都市民の反

発を招いた。そのため、パリから移動する。

第四段階は6月で、蜂起集団は最高揚期をむ
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かえ、蜂起軍およびそれに従う人々も含めると

約10万人に膨れ上がった。ただし、パリ退却後、

蜂起集団は3集団に分裂した。そのうちの1隊

は6月4日、ルーアンに向かいノートルダム聖

堂と大司教の館の打ちこわしを行ない、その後

は自然消滅している。

蜂起主力軍は、ヤコブが指導者となりオルレ

アンに向かったが、この王国都市ではすでに王

権による牧人蜂起衆の鎮圧体制が確立していて、

これに準じて都市当局も蜂起集団の入市を拒否

し、教会当局も牧人蜂起衆の破門を決定してい

た。そのため、蜂起主力軍は入市をあきらめて、

さらに南部のブールジュへ向い、入市し都市内

のユダヤ教徒の高利貸しを攻撃するなどしたが、

ここでも国王軍と都市当局の反撃にあい、6月

下旬にはブールジュを退却して、ローヌ川一帯

に、さらにはリモージュ、ボルドー方面に分散

して逃亡し、自然消滅している。

パリからシャルトルを迂回し、トゥールに入

市したもう一つの蜂起集団は、都市内での物乞

いと托鉢教団の修道僧を迫害するなどした。し

かし、ここでも教会と都市当局の反撃にあいブ

ルターニュ方面へ逃亡し、自然消滅している。

以上が、断片的な蜂起の流れであるが、まと

めていえば蜂起行動の範囲は広く、蜂起の狙い

も多様であったことが分かる。指導層に下級僧

侶あるいは放浪僧侶が絡んでいたことから「民

衆十字軍」の様相も見られるが、そうした漠然

とした理念が全体に行き渡っていたようには思

えない。また、この蜂起集団の中核を担ったの

は実態としてはそれぞれの共同体からは何らか

の理由で離れた貧しい農山村民であった。時期

的には放牧労働に低賃金で雇われることもあっ

たが、むしろ非定住の放浪する物乞い集団と捉

えられる。都市内に物乞いのために入ったとき

には、都市下層民がこれに加勢する状況もかす

かにではあるが見られたのも、食べられないと

いう同じ境遇にあった者同士の連帯意識がそう

させたのだと理解すれば納得がいくというもの

である。

13世紀中葉のルイ9世（在位1226~70）段階

では、「農奴解放」の名目で領主側からの負担

増を迫られた農山村民が多く存在したことは確

認済みであり、他方で、領主財産の危機に見舞

われていた領主側がそれまでの中世領主制の原

則の一つである双務関係を一方的に廃棄する傾

向にあったことを思い返すならば、そうした

人々の群れが集団となり、商品貨幣経済の中で

富の集中していた都市に、生き延びるために向

かう貧者の物乞い行進であったと捉えるのが自

然であろう。もともと各レベルの領主の所領民

であった彼らは、サバイバルの場であった森林

や荒蕪地、さらには共有地などの用益権からは

すでに追い出されていたがために、「故郷」へ

戻るという発想もその術もなくなっていたから

である。

その彼らが、数名の指導層の「教え」の下に

厳しい現実からの脱却を夢見て、武装化し「支

配階級の人々の撲滅」をめざし反教会的傾向を

持ったのも当然である。それが、王権や都市権

力側からは「神学的異端の運動」と決めつけら

れてしまい、また、そうしたデマ宣伝で蜂起衆

の分断が試みられたことも、パリでの都市民の

反発や中下層都市民の蜂起衆からの離脱現象の

中に見出すことができる。このように、牧人蜂

起それ自体の歴史的性格は多様であったとして

も、これが、「封建制の危機」の始まった段階

においてフランス王国の主だった王国都市を巻

き込んで展開されていたという事実は、中世領

主制社会の弱体化を象徴的に見せつけた民衆蜂

起であったと言えよう。

　② 共同体の諸慣行を守る闘い
それでは、農山村の村落共同体内部にとど
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まっていた人々はどうであったのだろうか。こ

れについての研究は、史料の少なさもあって研

究量とその水準の面でも十分ではない。それは、

蜂起が発生したとしても、13世紀後半段階に

あっては闘争の範囲が共同体ごとの個別分散的

なものであり、領主権を有する領主側の切り崩

しに各村落共同体側が耐えきれず、うやむやに

されることが多く「事件」化されなかったこと

が原因したと言われている。先の「農奴解放」

を梃子とした領主反動に対する抵抗でさえも、

サン-ジェルマン-デ-プレ修道院やサント-ジュ
ヌヴィエーヴ修道院で、「農奴解放」反対の動

きが辛うじて見えてくるぐらいである。

そうした状況下にあり、比較的、多くの情報

を提供してくれるのが、先にも分析した（I-（2）

-③）共同体的慣行・特権・自由の制限を伴う

「共有権侵害」に関するパリ高等法院文書（Olim

判告集）である。とりわけ共有権の中でも森林

用益権をめぐるものであった。その理由として

は、ここでもM. ブロックの仕事を引用するこ

とから始めたいと思うが、領主側の「封建制の

危機」対応が、この「共有権侵害」の動きにも

明瞭に表れているからである。彼の説明は、そ

もそも農山村民が森林用益権とどのように係

わっていたのかを具体的に示している。

「（前略）森林は、当時はなお古い採取の

慣習から今日ほど遠ざかっていなかったか

ら、われわれがもはや考えられないほど豊

富な資源を提供していた。かれらは、もち

ろん、そこへ木材を取りにいった。木材は、

われわれの石炭や石油や金属の時代におけ

るよりも、遙かに生活に不可欠のもので

あった。すなわち、薪、松明、建築材料、

屋根ふきのための小板、城砦の棚、木靴、

犂の車、種々の器具、道路を固めるための

小枝の束。いっぽう、かれらは、あらゆる

種類の他の植物性の産物を、森林に要求し

た。すなわち、敷藁用の乾いた苔や木の葉、

搾油用のブナの実、野生のホップ、そして

誰でも勝手にとることのできる酸っぱい木

の実―リンゴ、ナシ、ナナカマドの実、コ

スモモの実―、そしてこれらの樹そのもの、

すなわち引き抜いて果樹園で接木するため

のナシの樹やリンゴの樹。しかしながら、

森林の経済上の主要な役割は別にあった。

もっとも、われわれは、今日、その役割を

森林に見出す習慣を失ってしまったのであ

るが。新鮮な木の葉、新芽、下生えの草、

カシの実ブナの実によって、森林は、何よ

りもまず、放牧地として役立った。（後

略）」（62）

このように、当時の農山村民は、この森林用

益権の行使を前提に生活が成り立っていた。そ

うであるがゆえに、農山村民の生計維持の場が、

利潤追求を求めた「領主反動」の動きの中で侵

害の対象となると、すぐさま、これには多くの

地方の農山村民が反応し、先に＜史料4＞に整

理されたような闘争を繰り広げたのである。も

ともと中世農業革命の展開の下での開墾の促進

によって、13世紀中葉までに共有地、共同放

牧地、荒蕪地、森林域など共有権の及んでいた

地域が大幅に減少してしまっていた。そうした

状況の中で、領主側は所領内の共有権への介入

によって領主財政の危機克服を図ったために、

所領内の農山村民との対立は激化していくこと

になった。主だった事例をア -ヴェ =コノコ

ティンの研究に基づき取りあげそれらの特徴を

捉えていくことにしよう。

第一には、森林内放牧をめぐる闘争である。

セーヌ -エ -オワズ県内の動きであるが、1255
年にシャヴィル村の農山村民は、騎士領内の森

林域で放牧をめぐって対立。1256年には、トゥ
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リヴィラ村の農山村民がモンフォールの林の利

用権を主張。1280年にはノワゾーの住民が林

内での家畜放牧をめぐってパリの僧院（領）と

対立。他県でも、セーヌ -エ -マルヌ県で、
1313年に、シャペル -ゴーチェ村の農山村民が、
近くの修道院の林内で家畜を放牧する古くから

の権利をめぐって対立が見られた（63）。

第二には、森林内の狩猟権をめぐる闘争であ

る。1263年、ウール県ジゾール地方の農山村

民は、国王自身の許可なしに設定された禁猟区

を廃止するよう高等法院に訴え、それが認めら

れた。1318年、セーヌ -エ -オワズ県のコルベ
イユ地方では、ロング -ポン、ムールカン、サ
ン -ミシェル -シュル -オルジュ、ヴィルモワッ
ソン、ヴィリ -シャティヨンの五ケ村の農山村
民がセギーニ林における狩猟と野生果実利用を

めぐって国王林務官と衝突。農山村民の主張は

「紛争の土台は、長期にわたって準備されたも

のである。村々の住民はずっと昔からセギーニ

の灌木林をつかっていた。彼らは、そこで兎、

狐、家兎を猟し、野生の実を集めていた。こう

することは、農民たちの先祖以来の古くからの

権利であり、（中略）人間の記憶する限り、そ

れが廃止されたり、やぶられたりした例を知ら

ないのであった。灌木が林にかわり、林が領主

によって禁猟区にかえられたとき、農民たちは

ひどい苦況におちいった。野獣がふえて収穫を

だめにし、農耕を不可能にした。（中略）農民

たちは次第に零落しはじめ、耕地は、耕されぬ、

役に立たない土地にかわった」（64）、というもの

であった。

第三には、領主との漁労権をめぐる闘争であ

る。1270年に、ロワール -エ -シェール県のサ
ンティコニウス村では、伯爵領の家来が伯の池

で魚をとった二人の農山村民を捕えたという事

件である。事件に介入した国王のバイイ裁判管

区は伯の家来に味方した。それに対抗して、大

勢の農山村民たちが集まり、棒や杭で武装し伯

の家来を襲い、さまざまの侮辱を浴びせ、その

他いろいろな暴行を働いたという。次は、1271

年に、オワズ県のモンタテールとティヴェル

ニーの両村で農山村民が、領主であった修道院

長との間で魚を捕る問題で紛争状態になった。

1277年には、セーヌ -エ -マルヌ県のラルシャ
ン村でも村内の溜池で「不法に」魚を捕ること

をめぐって紛争が起きている（65）。

以上のように、三類型化されたそれぞれの用

益権をめぐっての対立・闘争・紛争では、農山

村民は一歩も引きさがらずに「昔からの権利」

あるいは「先祖以来の昔からの権利」であるこ

とを根拠に、多様な領主による彼らの共有権を

わがものにしようとする横暴に敢然と立ちふさ

がったのであった。詳論は避けるが、こうした

農山村民の姿勢や行動は、商品貨幣経済の浸透

の中で利潤追求に盲進する封建勢力にたいする

コモンズをめぐる戦いの様相を持っていたこと

になる。

　③ フランドル沿岸農山村民の蜂起（1325~28年）
もう一つのタイプの農山村民の闘争として捉

えておかなければならないのが、1325年に発

生してから28年まで長期にわたって継続した

フランドル沿岸農山村民の蜂起である。

本稿の分析視角との絡みで当該蜂起を位置づ

けるならば、G. ボワが強調するような「農山

村や都市、さらには領主制経済もが、利潤追求

の論理で席巻され、商品貨幣経済下に組み込ま

れた未曽有の不均衡を抱えた複雑な社会は、

1310年代に次々と機能不全に落ちっていた時

代」において、その構造的危機の影響を当該蜂

起がどのように受けていたのかの確認に重点が

置かれる。

そうした観点からすれば、当該蜂起発生の時

代背景も確認しておくべきであろう。先にも捉
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えておいた事実を挙げるとすれば、14世紀前

半期に見られた農業生産の崩壊過程の中で、と

りわけ穀物生産の収縮現象が起こっていたこと

である。そのため、1315年から異常気象に端

を発した穀物価格の急上昇が始まると、それに

伴い深刻な飢餓が発生していた。そのことを裏

付けるかのようにフランドル地方でも都市人口

が10%も減少していたことは重視しなければ

ならない（66）。

その上で、最初に、アンリ=ピレンヌ（Henri 

Pirenne）の研究に基づき蜂起の経過を辿って

おくことにしよう。蜂起の勃発は1325年で、

日時の特定はされていないが、蜂起発生時の状

況が人頭税や十分の一税など各種税の支払い拒

否行動であったことからすれば納税期の秋頃と

考えられる。発生地も、フランドル沿岸地域の

ある農山村でという以上の痕跡は見えていない。

直接的には、税の支払いを強要され、それに激

怒した農山村民が鐘の音（警鐘）とともに集

まったという。最初から富裕な自由農民層が中

心になっていた。その後、周辺農山村に波及し、

ブルージュやイープルの都市部の縮絨工や織布

工にも同種の動きが発生している。

指導者名がはっきりしている。大土地保有者

のニコラ=ザネキンとジャック=ペイト、それ

に小領主のシゼールであった。『ギヨーム=ド -
ナンジー年代記』によれば、2年前から（1323

年）旱魃、強雨、寒波などあらゆる種類の天災

に見舞われ収穫不良が続き、1324年春の小麦

の収穫不良が決定的で飢饉となったことが分か

るが、このことからも食糧不足などによる生活

難が蜂起の大きな原因であったことを裏付けて

いる。さらに、フランドル伯の貨幣改悪や増税

策がこの地域の社会経済的不安定性を深めてい

たこともあり、流通の滞りや失業の猛威によっ

て、農山村民や都市民たちの耐乏生活が我慢の

限界に至った。そのため、それでも税収奪を強

行しようとした税徴収人、伯領役人、司祭、領

主達といった権力の一端を担う者たちが非難さ

れ攻撃されたのである。

富農や小領主によって指導された蜂起である

が、一過性の蜂起行動ではなかった。1328年

まで長期にわたり続いたのは、指導層が、各地

の農山村民を蜂起衆として組織し、一定の軍事

的力量を背景に蜂起波及地域を、一種の行政的

機能を持つ集団によって支配を強化していたか

らである。また、農山村民の疲弊した状況を少

しでも改善すべく、修道院領に対して穀物庫か

ら貧しい人々に小麦を分配するよう強制するこ

ともしている。ペイトに至っては、あらゆる形

の社会秩序に敵意を向けるべきとの主張をして

いる。これは、他の指導層の合意を得るにはい

かなかったようだが、この発想自体は当該蜂起

の歴史的性格を見極める際には無視できな

い（67）。

以上が、当該蜂起のあらましであるが、次い

で、その中に見られたいくつかの特徴を整理し

てみよう。第一には、蜂起が1328年まで継続

したことである。それは、蜂起が一過性のもの

でなく、蜂起に参加したか支持した農山村民や

都市民の生命維持と生活の安定を求める要求が

切実で重く、目標達成までの筋道を見極めるの

に時間を要したことがあり、また、蜂起態勢を

維持しながら蜂起発生地域の総ての封建諸勢力

との闘いが厳しかったからであると考えられる。

第二には、蜂起の広域性である。これは、蜂

起勃発の諸要因がフランドル沿岸地方全体に共

通していたことを物語っている。それは、当地

方が聖俗両領主の危機対応の基本姿勢が商品貨

幣経済をさらに推し進めるプロセス上にあり、

商品作物栽培経営の拡大による穀物生産の減少、

地主小作制の導入・拡大による増徴、共有権侵

害などが行なわれ、それぞれの封建諸勢力の財

政再建が農山村民や中小都市民の犠牲の上に進



「封建制の危機」下におけるパンデミック発生の諸要因― カペー王権期からヴァロワ王権成立期を中心に ―

― 91 ―

められていたことから発生した問題である。つ

まり、その結果、当地方でも様々な面で未曾有

の不均衡を抱えた歪んだ社会へと変貌し、多く

の人々は自らの労働と生産の成果物を過剰に搾

取されてしまい疲弊しきっていたという状況で

ある。

第三には、連続した飢饉の発生である。異常

気象がそのきっかけとして確認されているが、

その背後には穀物生産の減少による穀物価格の

高騰が常態化していて、些細な気候変動でも飢

饉をおこしやすい構造的な危機の状況下にあっ

たことが指摘されている。こうして1315年来、

厳しい耐乏生活を強いられていた最中、今度は

1323年から2年連続で異常気象による飢饉を体

験することになった。余りにも食糧不足が酷く

なったので、フランドル伯は、1324年7月に、

十分の一税を徴収した穀物庫に備蓄されていた

すべての穀物を直ちに分配するよう、ガン地方

の各修道院に命じたほどであった。ところが、

伯は、それを埋め合わせるかのように翌年、十

分の一税などの重税の徴収を決めたのであっ

た（68）。これが引き金となって蜂起が勃発した。

第四には、蜂起指導層の出現である。二人の

富農と一人の下級領主であるが、前者は、おそ

らく保有地経営だけではなく、地主として一定

の収益を得ていた可能性があり、後者は、封建

軍隊では隊長の経験もあることから、蜂起中は

蜂起軍の軍事指導を担っていたように思える。

三人ともに多くの農山村民の惨状を見てきてお

り、その目前の悲惨な事態を放置できずに、覚

悟を決めての参加であったとみるのが自然であ

ろう。そのためか、修道院に対して穀物庫の穀

物を放出するよう強制したことも当然であった。

第五には、蜂起の歴史的性格である。当蜂起

は、発生地域の多くの農山村共同体を巻き込み、

富裕な農山村民だけでなく総ての階層が参加し

た「村ぐるみ」の闘争であった。それだけでは

なく、村内の手工業者、流民化した放浪民、都

市の手工業者などの存在、さらには、下級僧侶

や小領主層などの下級支配層までもが参加した

運動であった。そうであったからこそ、指導者

の一人、ジャック=ペイトからは、当時の利潤

追求のあまり腐りきった封建的な政治的・社会

的システムの転換を展望する発言が出てきたの

だと思える。あらゆる形の階級支配の打倒を目

指すべきとの主張は、千年王国論者や再洗礼派

の思想と通底している。この点からしても、当

蜂起は、単なる反封建闘争と限定するわけには

いかない。むしろ1358年に生命の維持と社会

的平等をめざし北フランスに発生したジャク

リー蜂起と類似するところが多い。

以上をまとめて深読みすれば、五点にわたる

当蜂起の特徴から浮かび上がってくる蜂起像は、

「封建制の危機」の極まった極限状態下におけ

る、人間としての尊厳を見定めようとする人々

の、命を賭した心底からの叫びであったと言え

る。

（2）諸都市民の闘争の激化

続いて、「封建制の危機」進行下における諸

都市民の闘争の実態を捉えてみよう。ここでも

「封建制の危機」の進行とどのような係わりが

あるのかを抽出することになる。この分析では

都市史研究の諸成果から多くを学ぶことができ

る。その中でも、本稿の問題意識からすれば、

アンドレ=ルゲ（André Luguai）（69）の都市民蜂

起の三区分に基づくことが有効である。その類

型は以下のとおりである。

＜第一類型＞　 世俗領主に対する蜂起（反領

主制の動き）

＜第二類型＞　 自治都市あるいは特権都市の

寡頭政治支配に対する蜂起

（都市内対立）



― 92 ―

＜第三類型＞　 国王及び国王役人に対する蜂

起（王権濫用に対する抵抗）

本稿では、これらの三類型が微妙に絡み合っ

た性格をもつ蜂起もあるので、それを＜第四類

型＞「多様な性格をもった蜂起」として区別し

て、付け加えることにした。それぞれの事例分

析に入る前に、蜂起全体の検討は難しいので、

発生の確認できた都市民蜂起を先行研究者の分

析結果に基づき一覧票にした。

＜表 3 ＞　13 世紀後半・14 世紀前半の
 都市蜂起の分類

・（○）反領主の闘争
・（△）都市内対立
・（×）王権濫用に対する抵抗
・（◎）多様な性格をもった蜂起

［フランドル・その他］
1, Bruges 1280-82, 1302 （ ◎ ）
2, Gand 1311 （ ◎ ）
3, Huy 1296 （ △ ）
4, Liège 1296-1302 （ △ ）
5, Mets 1283 （ △ ）
6, Strasbourg 1308 （ △ ）
7, Ypres 1280-82, 1302 （ ◎ ）

［北フランス］
1, Arras 1285 （ △ ）
2, Beauvais 1306 （ ○ ）
3, Calais 1298 （ ○ ）
4, Châlons-sur-Marne 1311, 1318 （ ○ ）
5, Douai 1280, 1281 （ △ ）
6, Loan 1294-95 （ ○ ）
7, Langres 1296 （ × ）
8, Montbrison 1308 （ × ）
9, Orléans 1284, 1309 （ × ）
10, Paris 1307 （ × ）
11, Provins 1273-1279 （ △ ）
12, Saint-Galmier 1310 （ ○ ）
13, Saint-Malo 1308 （ ○ ）
14, Saint-Omer 1306 （ △ ）
15, Saint-Quentin 1311 （ × ）
16, Rouen 1281, 1292, 1315 （ × ）

［南フランス］
1, Agde 1272 （ × ）
2, Aisy 1279 （ ○ ）
3, Albi 1272 （ × ）
4, Cahors 1270 （ × ）
5, Carcassonne 1303 （ × ）
6, Lyon 1269 （ ○ ）
7, Narbonne 1285 （ × ）
8, Nice 1297, 1319 （ × ）
9, Le Puy 1276 （ ○ ）
10, Toulouse 1330-36 （ × ）

　① 反領主制の動き
＜第一の形態＞に属する蜂起は、＜表3＞か

らは、九つの都市に認められる。ラン（Laon）

では、1295年に発生している。都市内の住民

が鐘を鳴らした（警鐘）後、市門を閉じ、市内

の北側にある聖堂に侵入し、逃げようとしてい

た聖職者や貴族を探し出し、捕まえた。原因は

不明だが、強引に捕縛されたのはラン司教関係

者であったという。都市当局の助役、陪審員、

警吏らはそこに居合わせたが、それに介入しよ

うとしなかったので、上級裁判権をもつ国王裁

判所が立件し、調査の後、ランのコミューン

（自治）権を停止させたという。史料上からは

それ以上のことが見えてこない（70）。

ボーヴェー（Beauvais）では、1305年6月の

最初の週に、都市住民と司教関係者の間で、対

立抗争が発生した。ボーヴェー司教のシモン=

ド -ネスルが製粉強制とパン焼き強制のバナリ
テ（使用強制税）支払いを強要したことに始ま

る。蜂起勃発時に、都市行政官は、都市民の圧

力の下でか、あるいは彼ら個人のイニシアティ

ブによってなのか定かではないが、製粉強制と

パン焼き強制には誰も従わないようにとの通告

を公にした。司教側がこれに反論したため、そ

の直後、都市内の通りや市門にバリケードが築

かれ、ブルジョワたちは弓、大弓、剣などで武

装し、司教の邸宅に向けてデモ行進をした。こ

れに、司教側も対抗し、彼らを単に押し返した
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だけでなく、反撃に出てそのブルジョワたちが

持っていた何件かの家屋を破壊し、略奪した。

それを見た都市民たちが、それに対抗して司

教館を占拠し一部に放火し略奪をした。それに

とどまらず、蜂起衆は膨れ上がり、司教館の牢

獄を破り、ボーヴェーのコミューン権主張のた

めに捕らえられていた者たちを解放した。さら

に、司教館の後方にあった塔や城も破壊された。

こうして司教軍は敗退し都市域から逃亡した。

後日、ボーヴェー伯でもあった当司教は家来

（伯領内の土地領主）たちを集めて当市壁外を

包囲した。膠着状態が続いたが、1307年4月10

日、高等法院が介入し、都市側に1万リーブル

の罰金支払いを命じ、王権側は当市のコミュー

ン権を剥奪している（71）。

同種の動きは、カレー（Calais　1298年）や

サン -マロ（Saint-Malo　1308年）にも確認で

きるが、ともに都市コミューン権をめぐる領主

権力との対立であった。商品貨幣経済の下では、

相対的に領主権力よりも都市権力の方が経済的

に優位に立っていたことは当然であり、13世

紀末からの「景気後退下の物価上昇」現象に影

響を受けていた領主権力側が、この時期に、領

主権の発動を強化したことが見えてくる。粉挽

き、葡萄搾り、パン焼竈の使用強制権（バナリ

テ）を梃子とした事実上の増税を一方的に行使

する姿勢が、都市権力側が進める自治都市（コ

ミューン）化の歩みと真正面からぶつかり合っ

たことになる。

　② 都市内対立
中世都市は、都市ごとの違いはあっても、商

品貨幣経済の浸透下での富の集積において相対

的に成果を残していた。ただし、それは一都市

の住民全体が潤ったということではなかった。

図式的に描けば、都市貴族化した大商人などの

富裕都市民層と、中小商人やギルド組織を持つ

手工業親方層、そして、そこに雇われた職人・

徒弟層とでは、経済的格差は当然として、市参

事会の参加資格などにみられる政治的格差が原

因した対立も激しかった。ということからして、

この＜第二の形態＞の動きは、本稿の分析対象

時期を越えて、それらの痕跡とそこから発信さ

れる「騒音」が通奏低音のように鳴り響いてい

くことになる。

さて、当該期であるが、プロヴァン（Provins）

では、1273年に製造業者と職人、それに中小

商人たちが蜂起し、市長のウド=コルジュール

に対し、シャンパーニュ伯に新税の廃止をすべ

しと懇願することを約束させるという動きが確

認されている。しかし、市長はこれを履行しな

かった。ここからは、反領主的蜂起の面も含ま

れてはいるが、新税の負担額をめぐる対立の

あったことが読み取れる。

この時のしこりがその後も続き、1279年に

同市で発生した事例は象徴的である。市長のギ

ヨーム=パントコストが、都市内での就業時間

の一時間延長を決めたことに対して職人たちが

反対し蜂起した。同年2月2日、蝋燭祝別の日

の前日の水曜日、職人たちはいつもの時間に仕

事を停止し仕事場から集団で外に出て、以前は

シャンパーニュ伯の邸宅であったピナクルの館

を包囲した。その直後に門扉が破られ、中にい

た市長は数人の召使によって殺され、また、こ

の館と他の助役の家が略奪された。

鎮圧は、伯と彼の代理人によって行われた。

数人の指導的な蜂起衆はすでに逃亡していて捕

らえられなかった。都市側に対しては、兵士の

宿泊義務と常置されていた武器が取り上げられ、

王国都市としての特権の廃止が宣言され、新市

長のジベール=ド -モリは他の有力者と共に追
放された。しかし、それでも蜂起参加者名を言

い立てることはしなかったという（72）。

このように、都市内対立の要因は、領主権力
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によって課せられた税の負担額をめぐるものが

多かったが、それらの対立の諸状況をよく示し

ているのがフィリップ=ド -ボーマノワールの
『ボーヴェー慣習法』（73）である。

「1520項　王国都市において、我々は、

都市民の中のあるグループと他のグループ

との間の多くの紛争を目撃している。すな

わち、富裕者に対する貧者の、あるいは富

裕者自身の内部対立である。（中略）ある

グループのある者が都市歳入に関して他の

グループがすべきことをしていないことに

ついて、あるいは多過ぎる歳出に関して、

その理由を説明するよう訴え出るときにで

ある。（後略）

1522項　貧者たちも中産者たちも都市

行政については何の権利も持たず、もっぱ

ら富裕者たちがそれらを独占している。な

ぜなら、彼らは資産や家柄があるので貧者

や中産者から恐れられていたからである。

たまたまある年に彼らの中のある者が市長

に、あるいは陪審官に、あるいは税徴収官

になると、次の年には彼らの兄弟や甥、あ

るいは親類の者が任命されるというように、

10年ないしは12年とすべての富裕者が都

市の行政職を独占することになる。（後略）

1525項　王国都市においては、公共の

タイユ税をめぐって多くの争いが起こって

いる。というのも商業経営者のある富裕者

が自分および身内の税について支払うべき

額よりも低い算定を行ない、他の富裕者に

ついても自分の時に減額されるよう税額を

減らしているからである。かくして、総て

の支払いは貧しい都市大衆の上に降りかか

るのである。（後略）」

同時代人の情報収集に基づいた事実確認の下

に地方慣習法書に収録している文章であるため

に、都市内対立の実相が実例を下地に冷静に書

き留められている。従って、対立の背景や原因

が正確に示されている。民衆蜂起それ自体を描

いている史料とは違い、都市の特定や事件の推

移は具体的に書かれていないが、逆に、13世

紀末から14世紀初頭においてフランス王国で

一般的に起こっているこの対立の実像がクロー

ズアップされていると言えよう。「王国都市に

おいては、公共のタイユ税をめぐって多くの争

いが起こっている」との指摘と、その原因が国

王課税であるタイユ納税の都市内での分担額が

所得差に基づいていないことであるとの言及は

明快である。概ね、王国都市では寡頭支配体制

になっていたことをよく示してもいる。この時

期に国王側が、その他にも強制公債を各王国都

市に強要していたことは分析済みだが、そうす

ると、都市内では強制公債の分担額をめぐって

も同様の対立が起こっていたことになる。

そのような状況を諸王国都市が抱えていたこ

とが一般的であったことからすれば、＜表3＞

に見られるプロヴァン以外のメッス（Mets 

1283年）、ストラスブール（Strasbourg 1308年）、

ユイ（Huy 1296年）、リエージュ（Liège 1296-

1302年）、アラス（Arras 1285年）、ドゥエ

（Douai 1280-1281年）、サン -トメール（Saint-

Omer 1306年）での都市内対立もPh. ド -ボーマ
ノワールが書き示したようないくつかの要因で

蜂起が勃発したと捉えることも無理ではなくな

る。そういえば、蜂起発生時期も1273年から

1306年に集中している。

　③ 王権濫用に対する抵抗
先に、II-（1）-①②のところでふれておいたよ

うに、王権による国王課税の強化や貨幣改悪の

強行がダイナミックに展開された時期だけに各

王国都市の王権に対する反応は速かった。先述
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した1292年のルーアン都市民のタイユ税の引

き上げと援助金の追加徴収に抵抗した蜂起や、

1307年にパリの職人たちが王国造幣局の長官

家屋を略奪した蜂起などはその典型例と言える

だろう。

それ以外の動きとして目立つのは、南フラン

ス各都市の事例である。王権に対抗する都市民

蜂起でも二つのタイプに大別できる。一つは、

13世紀末から14世紀初頭に発生したもので、

国権やカトリック教会によって導入され推進さ

れた異端審問に対する蜂起で、もう一つは「百

年戦争」開始前後の1330年代の蜂起である。

前者では、アジ（Agde 1272年）、アルビ（Albi 

1272年）、カルカッソンヌ（Carcassonne 1303

年）、ナルボンヌ（Narbonne 1285）などで、都

市内対立の側面もあったが、北フランスよりは

自立度の高いコンシュラ（執政）都市としての

位置づけられていたこともあり、異端審問の導

入が王権の介入と捉えられ、異端審問導入への

抵抗が反王権闘争として激化したと考えられる。

後者は、モンプリエ（Montpellier 1331年）、トゥ

ルーズ（Toulouse 1332年）、カオール（Cahors 1336

年）、フォワ（Foix 1338年）、パミエ（Pamiers 

1338年）、ナルボンヌ（Narbonne 1338年）など

の諸都市に認められる。いずれもフランス王権

の南フランスへの浸透が進む中で発生している。

国王の増税策や貨幣改悪との関連でそれぞれの

コンシュラ都市の上層の特権都市民が、コン

シュラ役人として王権の政策に追随することに

対する異議申し立てから始まっている。その中

でも、「百年戦争」がらみの税徴収の押しつけ

に対する都市民の抵抗が目立った。当然ながら、

徴税に係わる国王役人も攻撃されている（74）。

以上のように、諸都市民の闘争もまた「封建

制の危機」の深化状況と密接に係わっていたこ

とになる。つまり、そのいずれもが、封建諸勢

力がこぞって中世的枠組みに良くも悪くも逆行

する利潤追求の路線を邁進する状況下で発生し

ている。ただし、都市民蜂起の中核を担ったの

は都市内対立であったと言えるだろう。それは、

領主権力の危機対応対策の最初の犠牲となった

農山村民の一部が、保有地を失い、共有権行使

の場からも排除され生き延びるために都市への

流入してきていたからでもあった。

（3）14世紀前半期のその他の民衆行動

13世紀中葉に始まる「封建制の危機」が、

それまでの中世的枠組みを社会経済的に切り刻

み続けると、格差社会が深化し、本来であれば

大なり小なり社会全体に循環すべき富（＝生産

物、貨幣）が、国王などの封建諸勢力や富裕都

市民層のところに滞留し、それ以外の人々には

十分に行き渡らなくなり、社会はマヒ状態に陥

る。そうした混乱した現実に直面した農山村民

や都市民がどう対応したのかは上述した。14

世紀前半期をみると、それでもなお情け容赦の

ない利潤追求の荒波が、留まることを知らない

かのように、どんな些細な富にも襲いかかり食

いつぶすという、「転倒した社会」を常態化さ

せていた。粗暴な暴力が罷り通り、略奪や殺人

などありとあらゆる犯罪のはびこる社会的危機

の中で、また、民衆の「戦争」参加（＝略奪）

が日常化する事態に直面し、生きる希望を見失

うような精神的危機状況が蔓延していた（75）。

そうした状況の中でも、生き長らえようと人々

はもがき苦みながら、善と悪、正義と不正、正

常と異常、生と死との狭間で右往左往していた

ことが見えてくる。その彼らの動向を辿ること

にしよう。

　① 鞭打ち苦行者の動き
既研究では、鞭打苦行者運動はすでに13世

紀にはアルプス山脈の南北に存在していたと言

われるように、ヨーロッパ各地に確認されてい
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る。1260年以来しばしば聖職者たちに先導さ

れて、鞭打苦行者たちは手に鞭をもち、裸足で

教会へ押し寄せた。教会で祈り、償いの歌を歌

い、神に慈悲を願ったという（76）。ヨーロッパ

の人々はペスト以前にも長いこと怪しげな予言

と、不吉な前兆、千年王国論や不幸の暗示に直

面していて、誰もが不安と戦っていて、危機に

際して昔の予言を思い出そうとしていたという

のである（77）。

『ギヨーム=ド -ナンジー年代記』によれば、
サン -ドゥニ教会では、僧侶と一緒に大勢の男
女が集団となり、全員が裸足で、男は裸になり、

離れたところまで行進しているという。しかも、

こうした行進は、この教区だけでなくシャルト

ルやルーアンの諸教区、さらには王国の他の地

方にも発生していたと書かれている（78）。

この鞭打苦行者の行動は、今日的感覚からす

れば、いかにもカトリック的色合いで、やや集

団ヒステリー的状態が目立つ。そして、それら

が一定の条件を満たした演出であったとしても、

人間としての尊厳が限りなく否定される時代に

あっては、そうすることによって、辛うじて自

らの人間としての精神的危機を乗り越えようと

する主体的行為であったことが、本稿の分析視

角では重視されよう。この現象が、当時の社会

がどれほど壊れ切ってしまっていたかを可視的

に物語っているからである。

　② 「新牧人蜂起」（1320年）
鞭打苦行者の取り組みよりも、蜂起の狙い、

蜂起参加者、そして蜂起行動の面で、先鋭的で、

暴力的スタイルが散見できたのが「新牧人蜂

起」である。1320年に発生した当蜂起は、そ

のきっかけも意外なところにあった。それは、

フィリップV世（Philippe V, ?~1322）の十字軍

遠征の提案であった。これに呼応して、先ず、

飢餓に追い詰められていた貧民たちが武装蜂起

し、金持ちや権力者を襲った。その時には、

「教会と大君主国を転覆してしまおう。おびた

だしい流血を見た後、唯一の十字架を高く掲げ

ることになろう」という預言が一人歩きし、つ

むじ風のように、突然の予期しない形で、一大

蜂起行動が発生した。

1251年のときと同じように羊飼いや子供た

ちが混じっていたので、これを「新牧人蜂起 

nouveaux Pastoureaux」といった。先行研究に

よれば、この運動は、千年王国の夢を神に訴え

るというスタイルをとって、強き者を挫き、貧

しき者を奮い立たせる運動理念を掲げ、実際に

は、武装集団を構成し、物乞いや略奪をしなが

ら、諸都市を渡り歩いたという。北フランスに

始まったこの蜂起のうねりは、パリに迫り、パ

リのシャトレ（裁判所兼牢獄）に乱入した。そ

の後、パリを後にした雑多な蜂起集団はイング

ランドのプランタジネット王権支配下の西南フ

ランスに向かい、ユダヤ教徒を虐殺するなどの

行為に出た。しかし、最終的にはアヴィニョン

の教皇庁により破門され、トゥルーズとナルボ

ンヌの間での戦闘で、教皇ヨハネス22世の指

し向けた討伐軍に敗北し鎮圧された。残存者も

ピレネーを越えたがアラゴン王の息子の軍隊に

よって完全に鎮圧されている（79）。

以上のように、「新牧人蜂起」は1251年の

「牧人蜂起」と似たような構図で展開したが、

また、蜂起参加者の多様性、非共同体的性格、

物乞いや略奪といった行動様式といったところ

では極めて類似していたが、それでも、前者に

は1251年には見られない側面がある。

第一には、1320年の蜂起にも千年王国論的

「預言」が浮かび上がったが、全体として捉え

るならば、「民衆十字軍」的行動の局面は見え

ず、悪と異常に走らなければ生きてゆけないと

いう論理も崩壊し、死を覚悟した一種の自暴自

棄的行動に打って出ていたという面である。ユ
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ダヤ教徒を攻撃したというのも、異教徒として

叩いたというのではなく、金融業の金持ちを略

奪したという域を出てはいない。

第二には、下級僧侶などの指導層の不在であ

る。そのため千年王国論を目指す、つまり、手

段として、悪と異常の舞台に立ちながらも、蜂

起の結果、この世に「天国」を作り出そうとい

う理念を提示でき得なかった点である。「預言」

も蜂起参加者を「奮い立たせる」だけの効果し

か感じられない。

第三には、カペー王権の統治責任の放棄であ

る。パリの権力の象徴の一つでもあるシャトレ

（牢獄を兼ねた裁判所）攻撃を放置し、蜂起勢

の勢いに手をこまねいていたという風ではなく、

むしろ、過剰反応を避け、これらの蜂起集団が

カペー王権の支配下にない西南フランスへの移

動を喜んでいるようにも見受けられる点である。

こうした特徴も、1320年代の「転倒した社

会」の深刻さを印象付ける光景の一つであった

ことに注目すべきである。

Ⅳ、ペスト大流行直前の状況

さて、本稿最後には、ペスト大流行直前の諸

状況を可能な限り明らかにしていこう。一つに

は、略奪横行の実態を、二つには、大流行を生

み出す利潤追求のうねりの巨大化について、三

つには、極限に達していた「転倒した社会」状

況に関して、先行研究成果に学びながら、それ

らの実態に迫っていきたい。

（1）1337年～ 1346年の略奪騎行の横行

「戦争」の実態が略奪騎行であり、それが

「何よりもまず、社会機能不全の最後の表現形

態」であったことはすでに確認済みであるが、

ここでは、1336年から1345年までの10年間に

フランス王国が平和経済から「戦争経済」に移

行してしまう状況（80）を多面的に捉えることを

主眼としたい。

「戦争経済」とは、言うまでもなく「戦争」

財源確保に向けての課税体制の確立と、貨幣改

悪政策への突入を前提としている。どこまで徴

収できたかは不明であるが、1339年の例では、

ヴァロワ王権のフィリップⅣ世が「戦争」のた

めの援助金（エード）を6万マール相当額の徴

収を決めているところに確認できる（81）。パリ

では、すでに1328年のフランドル政策行使に

伴う援助金の支払いを始めていて、クレシ―の

敗北後の1347年10月24日にはパリのプレヴォ

管区およびヴィコント管区の聖職者、貴族、都

市民は、1,500名の軍隊の6カ月間の維持費を

条件付きで認めたことがわかっている（82）。そ

の年はそれでも足らず例の貨幣改悪政策で乗り

切ろうとしている。その前の1341年の例では

塩の売買にかかる塩税の徴収が認められてい

る（83）。このような一種の「戦争税」と認識さ

れた援助金は農山村民にも課せられた。G. ボ

ワの研究では、1340年代のノルマンディーに

おける国王課税の実際の平均的負担額が、一戸

当たりトゥール貨30スーであると推算した。

これは、5ヘクタールの土地の小作料に匹敵す

るという（84）。こうした動きは＜史料5＞の王

国三部会の実施内容からも、マルセイユへのペ

スト上陸の年でもある1347年の11月開催まで

の動きの中に確認できる。

ペスト大流行の以前の略奪騎行のルートも見

ておきたい。次の＜史料6＞の地図上を見れば

分かるように、ペスト大流行が一気に蔓延した

1348年まででもフランス王国内にプランタジ

ネット王権軍が入り込んでいる。しかも、これ

は「正規契約軍」のルートを表示したものなの

で、「自由契約軍」の野武士団の略奪の範囲は

これらのルート沿いに拡大していたことは言う

までもない。主だったものでは、1340年のエ
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ドワードⅢ世のエクルーズの戦い後のルート。

1346年の同じくエドワードⅢ世のコタンタン

半島上陸から、セーヌ下流域のポワシーを通過

し、さらに北進しボーヴェー、アミアン、をか

すめクレシー（戦い）へのもの。1346年の、

ランカスター侯爵ヘンリ=グロスモントの軍が

ボルドーからポワティエ方面までを略奪騎行し

たものが挙げられる。

この動きからだけでも、数値としてはつかめ

ないまでも、略奪の被害の状況が見えてくる。

上記のように「自由契約軍」の存在も加えれば、

略奪される側の悲惨さは文字通り筆舌に尽くし

がたい状況であったに違いない。次の『フロワ

サール年代記』（85）の記述は、さらに略奪の実

態をより深く伝えている。

「農村地域では身代金を支払わない限り、

すべて荒らされるがままにされた。貧しい

耕作農民は、もはや麦わらしか持てなかっ

た。もし、蓄えのことでも話そうものなら

攻撃され殺された。そればかりか、養魚池

も干し取られ家屋も燃料用に打ち壊された。

＜史料 5 ＞　王国三部会の動き
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イングランド国王軍がやって来たとしても

フランス国王軍ほど激しい略奪はしなかっ

たであろう。フランス側の野武士は次のよ

うに言ったという。≪今は全く金がないが、

戻るときには一杯になるだろう。その時に

は現金ですっきり支払うから≫。貧しい

人々は彼らを憎んだ。人々を襲い財産を奪

う兵士を目撃した彼らは、声に出さず、た

だ、ささやくように口も開けずにこっそり

と次のように言った。≪二度と戻れないよ

う、薄汚れてじめじめしたところへ行って

しまえ≫」

この記述は、両王国軍配下に属する野武士団

の略奪の様子を生々しく伝えている。また、略

奪も一定期間に及んだことを匂わせている。

Ph.コンタミーヌの研究でも、1340年のエク

ルーズの戦いに伴う略奪騎行に始まるこうした

例が示されている。「正規契約軍」の略奪騎行

ではそれ以外の紛争が付け加わることがあった。

つまり、大盗賊団の略奪に係わる予期せぬ多く

の出来事が起こったというのである。そのため、

＜史料 6 ＞　1356 年までのプランタジネット王権軍の略奪騎行ルート
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公式の「戦争」は、普通、3月から10月までの

間に実施されるが、そうした場合には、彼らは

年を越して3月まで6か月間も居座ることが

あったという（86）。

以上のように、「戦争経済」は農山村民や都

市民への集中的な課税攻撃を仕掛けただけでな

く、さらに両国王の立ち上げた「正規契約軍」

の略奪騎行による犠牲を強いたのである。確か

に、こうした事態は「社会的機能不全の最後の

表現形態」としか言いようがない。「戦争」は、

約百年間にわたる「封建制の危機」の進行の中

で、辛酸をなめるような境遇に追いやられ、そ

れでも辛うじて生きてきた人々を、情け容赦な

く食い尽くす蟒蛇のような役割を演じたことに

なる。この機に及んでも、国王ら封建諸勢力は、

骨の髄まで貪り食おうとする利潤追求の姿勢を

やめられない資本の論理に完全に絡めとられて

いることに、悪びれている様子はどこにもない。

これがペスト大流行直前の状況であった。こ

のように、「戦争」は、フランス王国全体が機

能不全に陥っている最中であるにもかかわらず、

略奪目当ての人流増大と接触の拡大を広域化さ

せる役割をも担ってしまっていたのである。

（2）大流行を支えた道路と河川の流通ネット

ワーク

すでに、13世紀中葉までにフランス王国内

の諸都市は、数次にわたる十字軍活動の影響を

受けて中世都市として急成長していた。都市人

口数も増大し、1340年頃で、パリ（約250,000

人）、ガン（約50,000人）、トゥルーズ、ルーア

ン（40,000人前後）、ブル―ジュ（約35,000人）、

ボルドー、サン -トメール、イープル（30,000
人前後）と言われている（87）。一般的に市壁を

もつ囲郭都市の人口が、「封建制の危機」の深

化にもかかわらず急減しないのには、人々の移

動、移住の増大が背景にあった。都市では、流

行病や政治的・社会的紛争が起こると都市住民

は逃れたが、逆に、「戦争」や飢饉に追い立て

られていた農山村民は、都市が安全で、食物援

助を受けられるのではとの期待もあって、都市

に押し寄せ、そこに住み着いたからである。ま

た、その当時の都市は、非衛生的であり、出生

数より死亡数が上まわり安定した人口を確保で

きなかった。それでも、1330年から1340年こ

ろまで都市の人口増が続いたのは都市規模の大

小を問わず、都市への移住が継続したからで

あった（88）。というわけで、辛うじて都市に移

り住めたとしても、彼らは食糧の安定供給は得

られず、都市下層民として生き抜かなければな

らなかったのである。

ところで、こうした都市への移住や都市間の

商品取引を支えたのは道路のネットワークの一

定の拡充であった。この点で、先にも引用した

Ph.ド -ボーマノワールの『ボーヴェー慣習法』
に貴重なデータが書き込まれていた。それによ

ると、当時すでに、小道（sentier, 1,20m）、馬

車 道（charrière, 2,40m）、 街 道（voie, 4,80m）、

幹線道（chemin, 9,60m）、王立大幹線道（grand 

chemin royal, 19,20m）の五類型が概ね出来上

がっていた（89）。これが存在していたからこそ、

12・13世紀からのシャンパーニュ大市などの

広域市場圏が成立し人流が活発化していた。も

ちろん、略奪騎行軍がこれらを利用したことは

言うまでもなく、その意味では、これらの道路

が「戦争経済」の東西南北への驀進を支えてい

たことになる。さらに、これがペスト大流行期

の感染ルートになったことも否定できない。

この視点からすれば、陸路よりも安全な河川

網も確認すべきである。フランスには年間流量

の一定した大河川が存在する。もともと、パリ、

ルーアン、リヨン、オルレアン、アンジェ―な

どが河川都市であったが、セーヌ河、ロワール

河、ローヌ河だけではなく、1344年後までには、
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ガロンヌ河、ジロンド河、ドルドーニュ河、タ

ルン河、アヴェロン河、ロート河などの水系も

水路として活用され、複数の河川を運行する水

上商人共同体が形成されてもいた。ソーヌ河と

ローヌ河水系も物資ばかりでなく人の移動も担

い発展していた。また、リヨンからアヴィニョ

ンへのローヌ下りは観光化されてもいた（90）。

パリとルーアンとの間の年間河川総輸送量が2

万トンから4万トンとされているので、商品取

引の面では陸上輸送よりも重視されていたこと

が理解できる。そして、ここもペスト大流行の

表舞台を支えることになっていく運命にあった

ことは言うまでもない。

さらに、これら河川運航と直結しているのが、

東西交易圏との海運ネットワークの存在である。

もちろん、バルト海、大西洋沿岸での取引も大

きかったが、ここでは商業史的視点からではな

く、東方からのペスト到来という現実から、地

中海交易との接点を捉えることにある。南仏の

港湾都市の中でもマルセイユがそれらの中核都

市として立地していた。ペストが最初に上陸し

た都市がここであった。次いで、外洋船がその

まま遡航できたローヌ河の河川都市リヨンがペ

スト上陸の港となっている。

（3）略奪騎行の中での貧困化と人の移動によ

る感染症などの流行

略奪騎行の被害もあり、それとほぼ同じス

ピードと規模で農山村民や都市民の貧困化度合

いが一気に高まっていったのが1330年前後か

らである。その頃が貧困の悪化の一種の曲がり

角であったと感知されていた（91）。分析の進ん

だところでは、先ず、とりわけ南仏のルエルグ

地方においては極貧状況が10年間も慢性的に

続いている。次いで、シャンパーニュ地方のプ

ロヴァンでは、定期市の衰退や毛織物業の衰退

のために困難な状況になっていたのが見られ、

最もひどかった1330年には、前の1316年と

もっと後の1348年と同様に失業と貧困に直面

している（92）。

1340年から1347年にかけては、オート -プロ
ヴァンスで、騒乱と収穫悪化に見舞われて、債

務を負って物乞いや放浪生活に追いやられた農

山村民たちが移住を強いられている。カステラ

ンでは、何人もの債務者たちが欠席裁判で有罪

判決を受けた。その上、プロヴァンス地方では

経済的停滞が不安定性の原因となり地域全体の

状況を悪化させた（93）。

このような事態は、これらの地域だけのこと

でないことはこれまでの行論で明らかであるが、

中央山岳地帯のフォレ地方では、1277年から

1343年までの66年間に、なんと少なくとも34

年もの年度（2年に1度）に飢饉、飢餓を体験

していたというのである（94）。それでも、如何

ともしがたい経済格差の拡大と慢性的な食糧不

足の下で、農山村民も都市民もサバイバルの場

と生活手段を探し求めてさ迷い歩くしかなく

なっていたのである。

こうした状況下では、重大な食糧難に見舞わ

れると、「大量死 mortalités」という悲惨な事態

に至った（95）。これは、史料的裏付けは出来な

いにしても、例外的にというのではなかったよ

うに思える。この問題はペスト大流行の直前の

時期であるがゆえに、その背後に置き去りにさ

れがちであるが、ここでは許される範囲内でそ

れらの痕跡を拾っておくことにしよう。

実は、ペスト大流行以前に、百日咳、チフス、

腸炎、天然痘、麻疹、インフルエンザ、肺炎な

どの流行病が断続的に猛威を振るって、死亡率

を高めていた。例えば、ブルゴーニュ地方のジ

ヴリGivryは、1,000人から2,000人の主要な市

場町だが、1334年には6名の死亡しか無かった

のに、1337年には25人、1341年には37人、

1347年には42人が亡くなっている（96）。このジ
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ヴリでの死亡者数の増大が感染症なのかどうか

ははっきりしない。だが、「機能不全の最後の

表現形態」である「戦争」によって「転倒した

社会」がフランス各地に出来上がってしまって

いる状況を前提とするならば、ジヴリの事例は、

史料としてはまだ確認できないまでも、「封建

制の危機」の完成期の1330年代から1340年代

に、感染症などの流行に弱い体質を、社会経済

的にも、政治的にも、そして、人々の体力の面

でも作り出してしまっていたという状況が窺え

る。後は、準備が万端整ったので、東方からの

ペストの到来を待つばかりとなっていたのであ

る。

おわりに

G. ボワは、2000年に、「封建制の危機」の中

での大不況の「政治的・知的な報い」の章立て

のところで、「人口学的な大殺戮と社会的崩壊

は、おそらく中世の大不況の中では最も耳目を

ひきつける現象である。にもかかわらず、それ

を長期波動のパースペクティヴの中に立ってみ

れば、最悪なのは、おそらく他のところにあっ

た」（97）と推定している。それについての結論

の一つとして、彼は「政治的なことの秩序の中

にある」（98）とした。

実は、本稿を執筆しようと思い立ったもう一

つの動機がこの提言であった。ただ、この本が

出版された20年前は、多岐にわたるそれらの

問題提起に対応するには準備不足もあって先送

りせざるを得なかった。14世紀後半期までは

フォローできるにしても、15世紀の政治的構

造の変容、象徴的に言えば、政商で国王顧問官

となったジャック=クールのような金融業者・

豪商の存在が、身分王政の権力的中枢にどのよ

うなインパクトを結果的に及ぼしたのかの分析

が不十分であったからである。ところが、今回

のCOVID-19のパンデミック下で、14世紀の

「ペスト流行の下での人口減少がヨーロッパ封

建社会を大きく変えた」と言われてしまったこ

とから、にわかに、G. ボワ提言に立ち戻るこ

とにもなった。

果たして、本稿の分析の結果はどうなったの

か、最後に結論部分を簡単に整理しておこう。

13世紀中葉から1348年までの約百年間におけ

る、フランス王国の「封建制の危機」状況の全

体史的分析となったが、以下、三点にまとめて

みた。

第一点は、経済的な側面だが、中世領主制に

基づいた領主制経済を停滞させ大不況へと導い

たのは商品貨幣経済（＝市場経済）であった。

それに対応して、封建的諸勢力の所領経営は

「領主財産の危機」を乗り越えるために、地主

小作制の導入、商品作物栽培経営への移行、森

林用益権などの共有権への介入など、利潤追求

路線への転換を強引に推し進めた。この動きの

背後にうごめいていて富の独占の道筋を描いた

のは、貴族化した有力都市民層であり、とりわ

け金融資本の威力は凄まじく、中小の土地領主

までもがターゲットにされた。他方で、穀物生

産の後退が進み、些細な異常気象を契機に飢饉

を生み出し飢餓を蔓延させた。また、大不況下

での物価上昇が起こるなど、都市の中下層民の

生活を直撃した。

第二点は、社会的諸状況の変化である。順序

としては、先ず、中世領主制社会の崩壊であっ

た。荘園制社会の中に構築されていた領主と領

民との間の双務的諸関係から、領主経営の転換

を迫られた領主側が離脱しようとし始めたこと

である。それは、一面では所領内の農山村民の

生計の基盤でもあり、飢饉時には彼らのサバイ

バルの場でもあった森林用益権などの共有権へ

の攻撃となって表れた。次いで、この中で農山

村民の間での経済格が差一気に進み、土地保有
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権まで失い、領内での生活ができず流浪化し、

貧民となる者が増大した。彼らは生きるために

物乞い集団となり、都市へ向かうか盗賊化する

ことになった。こうして、その結果、大不況下

での経済は混乱し、度重なる飢饉を惹き起こし、

さらに、略奪騎行軍の悪行三昧が深刻化し、

人々は、ありとあらゆる犯罪のはびこる社会的

危機に引き込まれた。ここに、「転倒した社会」

が常態化することになった。

第三点は、権力を掌握する者たちの政治的行

為の身勝手さである。国王、諸侯、聖界領主な

どの有力封建諸勢力は封建権力を手放そうとし

なかった。彼らは、大不況下での財政的危機を

貴族や聖職者以外の人々の犠牲の上に克服し、

自らの権力を強化しようとした。つまり、当時

の多くの生産者による総生産である富の簒奪を

決め込み、飽くなき利潤追求を邁進した。その

ためには、「社会的機能不全の最後の表現形態」

であるところの「戦争」政策も躊躇しなかった。

実は、以上のように封建制社会が決定的に変

えられてしまった状況を、同時代人も、少数で

あるが見抜いていた。それは、なんとあの狡猾

な狐ルナールが活躍する『狐物語』と、当時の

時代状況を平民目線で描いたといわれる『ジャ

ン=ド -ヴェネット年代記』である。
『狐物語』では次のように表現されている。

陛下は私に死刑の宣告を下されました。

しかしながら、陛下、およそ王たるものが

悪党、追従の輩を好んで信用し、

心気高き家臣をうとんずるがごとき、

本末転倒の事態を招くにいたっては、

王国の命運は、危機に瀕します。

なぜなら、生まれつき品性賤しき輩は

物の節度をわきまえていないからです。

宮廷で立身出世できるとなると、

他人を貶めることに心を砕きます。

思うに、餌に飢え餓え切った犬は

隣獣も何もおかまいなしです。

かような連中は、貧しき者を滅ぼし、

貨幣の改鋳をおこなわせます。

彼らは、人をそそのかして悪事を働かせ、

しかも、おのれの利を計ることは心得て、

他人の財産を横領する輩なのです（99）

きっと、この作品を読んでいたのであろう。

年代記作者のジャン=ド -ヴェネットは次のよ
うに述べている。「この告訴された犬（貴族）

は自分の悪意をかくそうとたくらんだり、仲間

（狼、略奪騎行軍や野武士団）の手助けで、結

局、主人の羊（農山村民や都市民）を不正にむ

さぼり食ったりした」（括弧内は筆者注）（100）と

的確である。同時代に生き、諸矛盾を直視して

いた彼らの表現にはかなわない。

このように、「封建社会を大きく変えた」の

は、ペストによる人口減少だったのではなく、

貴族化した有力都市民層も含めた有力封建諸勢

力による飽くなき「利潤追求」の政策が生みだ

した、「転倒した」、「社会的機能不全」の社会

だったのである。そして、それがペスト大流行

をもたらしたのであった。
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